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『学園の教育理念』    

「人間の能力は生まれつきのものではなく、 

 その人の努力によって開発され、無限に伸ばされる」 

『学園訓』 

「愛・信・敬」   

１．他人
ひ と

を愛し、他人を信頼し、他人を尊敬する、人間
ひ と

に私はなりたい。 

２．他人から愛され、他人から信頼され、他人から尊敬される人間に私はなりたい。 

『学園の教育目的』 

愛情と信頼と尊敬に充ちた教育を通じて、個性を伸ばし、能力を開発し、自立と向上心ならびに互助

協力の精神を培わせ、徳・体・智の調和のとれた人格の形成を図り、国家及び社会に貢献できる人間

を育成することを目指している。 

『京都福祉専門学校の教育目的』 

「KEEP ON SMILING」を合言葉に今後の超高齢化時代の最先端現場で活躍できる人材の育成を目

指している。今までに無い、新しい福祉系の学校としてのあり方を常に模索し挑戦していく。 

【評価の判定】    適切 ４   ほぼ適切 ３   やや不適切 ２   不適切 １ 

 

［1］ 教育理念・目標 

評価項目 評価 

・学園の教育理念を基に本校の活動目標を立て実現できたか。 ４ 

・教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか。 ４ 

・退学者を減らすため学習面、生活指導に力を入れて取り組んだか。 ３ 

・関連施設・高校・団体等との連携を強化し、本校の将来構想（地域ナンバー１、オンリー１）に貢

献できたか。 

３ 

・職業実践専門課程の取り組みは十分だったか。 ４ 

（課題） 

・情報収集を怠らず、ナンバーワンを目指していく。 

・学習困難な生徒には、定期的な補習を実施するなど、試験による不認定がでないようにする。

また、生活指導については、教職員全員で生徒の情報を共有して指導することが必要である

と考える。  

・学校関係者評価委員会の運営方法や結果を受けての対応について見直しが必要。 

・職業実践専門課程の認定継続維持のための最善策を検討し、実施する。 

（今後の改善方策） 

・教育課程編成委員会の意見を参考に実習施設と協力して教育計画を改善していく。 

（特記事項） 

・本校では朝礼時に教職員の公務予定を報告し情報の共有化を図っている。 

・学外に対して、本校の学校案内・募集要項・ＨＰ等で公表し、本学園が教育基本法、学校教育法及び専修学

校設置基準に従った学校教育を行っていることを提示している。 

・本学園の「5 か年中・長期計画」に則り、本校において「事業計画」を立て、技術を身につけ実践的に活躍

できる人材の育成を図るとともに、一人ひとりの生徒の能力を把握し個々に見合った学習方法を取り入れる

ことで、すべての生徒が平等に学べる環境を整えている。 



－2－ 

 

［2］学校運営 

（課題） 

・教務と事務の事務作業におけるスムーズな連携が求められる。 

 

（今後の改善方策） 

・教職員間で常に情報を共有し、効率化を図る。 

 

（特記事項） 

・消防署の立ち会いのもと、毎年避難訓練を実施している。 

・社会の動向及び環境の変化等に即対応・適用できるよう事業計画がなされている。 

・本校では毎月職員会議を開催し、教職員同士の意思疎通を図っている。 

・防災・防犯・非常時対策においては教職員を組織化し、生徒の安全を図っている。 

 

 

［3］教育活動 

評価項目 評価 

・育成人材像や業界のニーズを踏まえ、教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか。 ４ 

・カリキュラムは、体系的に編成されているか。 ４ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実践

されているか。 

４ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行わ

れているか。 

４ 

・関連分野における実践的な職業教育（実習）が体系的に位置づけられているか。 ４ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか。 ４ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。 ４ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。 ４ 

・資格取得等に関する指導体制、体系的な位置づけはあるか。 ４ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか。 ４ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員を確保しているか。 ４ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上の

ための取り組みが行われているか。 

４ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか。 ４ 

 

評価項目 評価 

・運営方針は定められているか。 ４ 

・事業計画は定められているか。 ４ 

・職務分掌による組織の運営が機能的に働いているか。 ４ 

・意思決定システムによる学校運営がなされているか。 ４ 

・施設管理体制が整っているか。 ４ 

・安全管理体制は整っているか。 ４ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 ４ 
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（課題） 

・時間割を見直し、年明けには国家試験対策に集中できる体勢を整える必要がある。 

・個別面談等による精神面のケア、支援を今後も継続強化が必要。 

 

（今後の改善方策） 

・平成２９年度は、介護福祉士の幅を広げるため、様々なセラピーを学べるようカリキュラムを編成する。 

・個別面談及び補充授業を継続し、時間割の中に教科（強化）学習を組み込み学力の向上を図る。 

 

（特記事項） 

・各担当教科で詳細なシラバスを作成している。また、カリキュラムおよびそのシラバスを全教職員が共有す

ることで、不足を補い、生徒にとってより良い知識が得られるようその都度確認をしている。 

・カリキュラムの作成に当たり、「教育課程編成委員会」を設置し、本校卒業後、即社会に貢献できる体制を

整えている。 

・各学科の目標達成に向け、教務課を中心として現場の教師の意見を取り入れ、必要かつ十分な体制を整えて

いる。 

・生徒の成績の評価および単位認定の基準は、本校「学則」において定められており、それに従って実務を

実行している。 

・本校に入学した生徒は多くの資格を取り卒業できるよう、教員による指導体制が整えられている。  

・「自己点検・評価委員会」が設置されている。 

・授業評価は前期および後期の授業最終日に実行している。また、結果を取りまとめ、各科目担当教員に配付

し、不適切な部分において改善する指導をしている。 

 

 

［4］学修成果 

評価項目 評価 

・就職率の向上が図られているか。 ４ 

・資格取得率の向上が図れているか。 ４ 

・退学率の低減が図られているか。 ４ 

・卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか。 ３ 

（課題） 

・卒業生の動向を定期的に把握できれば良い。 

（今後の改善方策） 

・進路変更は、学力の不足に起因するものが多いので個別面談及び補充授業を充実強化する。 

・郵便等による卒業生の追跡調査の施行と同窓会の開催を実施。 

 

（特記事項） 

・福祉業界においては求人数が多く、ほぼ全員の就職は決定するが、離職率も高いので社会的地位の向上と待

遇改善が期待されているところである。 
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［5］学生支援 

評価項目 評価 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか。 ４ 

・生徒相談に関する体制は整備され、生徒に対して有効に機能しているか。 ４ 

・生徒に対し、奨学金制度等の経済的支援があるか。 ４ 

・生徒に対し、定期的に健康診断を行っているか。 ４ 

・保護者との相談・面談を行い、連携を図っているか。 ４ 

・卒業生への支援体制が図られているか。 ４ 

（課題） 

・各種就職フェアへの積極的な参加により就職率は１００％であったが、学内の個別指導・面接指導をもう少

し強化する必要がある。 

（今後の改善方策） 

・就職指導時には求人企業の本質を理解したうえで、それぞれの生徒に適した企業を紹介する。 

・進路指導室の有効利用により、徹底指導を図る。 

（特記事項） 

・本校は卒業後のアフターフォローにも力を入れており、卒業生からの相談も多い。 

・日頃、生徒には声を掛ける機会を意識的に取り、教職員全員で生徒と日頃から会話をすることで相談しや

すい体制を作っている。 

・本校では、学内奨学金として「本学園奨学金制度」、学外奨学金として「介護福祉士等修学資金貸付制度」

「日本学生支援機構奨学金」「生命保険協会奨学金」を利用できるよう設定している。 

・生徒の健康診断を年度初めに実施している。また、生徒との個人面談をして生徒の健康管理をしている。 

・常に保護者と連絡を取り対処できる体勢をとっている。また、事務処理に関しては事務が保護者と連絡をと

り対処している。 

 

 

［6］教育環境 

評価項目 評価 

・教育上、必要な施設・設備が整備されているか。 ４ 

・学校外の実習施設について、十分な教育体制を整備しているか。 ４ 

・図書室があり、教育上必要な書籍やＤＶＤを随時購入しているか。 ４ 

・防災・防犯・非常時に対する体制が整備されているか。 ４ 

（課題） 

・機器備品が充実しているので、使用頻度を多くし、生徒が使いこなせるようにする必要がある。  

 ２０年が経過し、ベッドが故障しても交換部品がないため機器の充実を図る。 

（今後の改善方策） 

・開校２１年目を迎え、老朽が進んでいて使用頻度の高いものから購入する。 

（特記事項） 

・防災訓練は毎年消防署立ち会いのもとに実施している。 

・毎年、必要な参考図書・関連図書等の確認を行い、随時不足分を補っている。 

・防犯において、「テレビカメラ」と「防犯センサー」を設置している。 

・非常時等に備え、「AED」を校内に設置し、生徒および地域住民の安全性を確保している。 
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［7］学生の受入れ募集 

評価項目 評価 

・生徒募集活動は適正に行われているか。 ３ 

・教育の成果、資格取得の実績、就職実績等が、生徒募集に貢献できたか。 ４ 

・入学選考は、適正かつ公平な基準に則り、執り行われているか。 ４ 

・学納金は妥当なものとなっているか。 ４ 

（課題） 

・国家資格取得ルートの中で、養成校ルートでの資格取得に魅力を感じてもらうのが難しい。 

（今後の改善方策） 

・国家試験義務化を想定し、養成校ル－トならではのメリットを広報する。 

・国家試験関連の制度問題は非常に複雑なので、法律改正を待って正確に伝えていく。 

・４～５月にガイダンス等が多いことを考慮して年間スケジュールを立て、募集要項の作成時期を早めたい。 

・募集要項は２月中に完成させ、３月中の送付を目指す。 

・資料請求者がオープンキャンパスに来たくなるような誘導を心掛ける。 

・業務の洗い出しを実施。内勤、イベント、その他項目分けをして担当者を決める。 

・実習施設や就職先施設と連携し、独自の体験内容や特別授業を考える。 

・施設から求められている養成校ルートの重要性をアピールしていく。 

・ライン、フェイスブック等の SNS を充実させ、更新頻度をあげる。AO リーフなどを作成し AO 入試のメ

リットや流れや、過去ＡＯ入試で入学した生徒の声を掲載する。また、魅力あるイベントを実施すること

で、オープンキャンパスへの誘導を図る。 

（特記事項） 

・入学選考にあたり、AO 入試・一般入試を実施し、入学基準に則り執行している。 

・学納金は必要最小限にとどめ、生徒に負担がかからないよう、学内・学外奨学金制度にも対応し、安心し

て入学できる体制を整えている。 

・外国人の介護分野における可能となる法律が検討されている。本校では教育のグローバル化を目指し、優秀

な外国人留学生を受け入れ福祉社会に貢献できる人材の育成に努める。 

 

 

［8］財務 

評価項目 評価 

・中長期的に財務基盤は安定しているか。 ３ 

・予算は収支計画に従って適正に執行され、定期的に確認されているか。 ４ 

・会計監査（内部・外部）が適正に行われているか。 ４ 

・財務情報公開はできているか。 ４ 

（課題） 

・公開する情報の更新時期が不明確。 

（今後の改善方策） 

・今後の募集活動の方向性を検討し財務基盤の安定に努める。 

（特記事項） 

・現時点においては、収支のバランスがとれ、財務基盤も安定している。 

・予算・収支は、計画に従って有効かつ適正に利用されている。 

・財務監査においては、監査法人により厳正かつ適正に行われている。  
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［9］法令等の遵守 

評価項目 評価 

・法令が遵守され、適正な学校運営を行っているか。 ４ 

・個人情報保護法により、その対策がとられているか。 ４ 

・ハラスメントに関する規程を設け、学校として生活しやすい場の提供をしているか。 ４ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。 ３ 

・自己評価結果を公開しているか。 ４ 

（課題） 

・自己評価は個人個人で随時点検し、３月末には総括会議を開き読み合わせを行う必要がある。 

（今後の改善方策） 

・委員会の各メンバーに対し、常に自己点検意識を持ってもらうために、定期的に課題の読み返しを促す。 

（特記事項） 

・入学志願者・在校生・卒業生ならびに教職員の学校が保有する個人情報において、その保護および開示につ

いて、規程が設けられている。 

・セクシュアルハラスメント防止対策委員会を設置し組織化して、生徒および教職員が安心して快適な生活

が送れるよう環境を整えている。 

 

 

［10］社会貢献・地域貢献 

評価項目 評価 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。 ４ 

・生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか。 ４ 

・コミュニケーション能力向上に向けた取り組みを行っているか。 ４ 

・企業・地域・行政との連携を図っているか。 ３ 

（課題） 

・地域のコミュニケーションの場としての学校施設の活用を検討する。 

（今後の改善方策） 

・実習施設との良好な関係と経験の場の提供のため実施していきたい。 

（特記事項） 

・レクリエーションの授業の一環でもあるので、ボランティア活動には積極的に取り組むよう指導している。 

 

 

 

京 都 福 祉 専 門 学 校 

平成 28 年度 自己点検・評価委員会 

委 員 長  丸岡 晃嗣（校 長） 

副委員長  平尾 克英（副校長・事務長） 

委  員  藤田 佳子（教務・学科主任） 

委  員  高畑みゆき（事務・入試広報主任） 
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Ⅰ学校の概要  

京都福祉専門学校  
 〒611-0042 京都府宇治市小倉町春日森２５番地  

 

１．学校の概要  

 

 

 

 

 

２

  ２．教育理念 

    人間の能力は生まれつきのものではなく 

      その人の努力によって開発され、無限に伸ばされる 

                （昭和２８年３月１８日） 

３．学園訓  

    本学園は、学生・生徒の守るべき学園訓を愛・信・敬とした。  

    愛 ・ 信 ・ 敬                     

（昭和６２年４月）         

４．学校の課程・学科の入学定員、学生・生徒数の状況  

 

                                                          平成２９年５月１日現在  

 

 

 

 

 

昭和 50. 3.31      学校法人南京都学園 認可  

平成 8. 1．11 京都福祉専門学校  教育・社会福祉専門課程介護福祉科 設置認可  

平成 26.3．31 職業実践専門課程 文部科学大臣認定 

学  校  名  課 程  学 科 名  募集定員  1 年  2 年  合計  

京 都 福 祉 専 門 学 校  教育・社会福祉専門  介護福祉科  80 22 23 45 



５．教職員  

        
                    平成２９年５月１日現在  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業の概要  

 １）平成２８年度の事業の概要  
 

（１）  概要  

 教育・社会福祉専門課程  介護福祉科  昼間２年制  定員４０名（男女）  

 

①  厚生労働大臣指定の介護福祉士養成校として、卒業時に介護福祉士の

国家資格を取得させる。  

 

②   国家試験の受験必須化に向け、平成２８年度は試験対策講座を開講し、

国家試験と同じ試験を実施。  

 

③   平成２３年６月の法改正により、介護福祉士の業務に喀痰吸引等が追

加され、より高度な技術をもった人材を育成する。  

 

④ 平成２１年度より始まった求職者訓練事業（ハローワーク）制度にお

いて、本年度は９名を受け入れた。  

 

⑤   平成２１年度より始まった修学資金貸付制度。２年間で最高１６４万

円の貸付を受けられる。卒業後、京都府内の福祉施設で介護福祉士とし

て５年以上勤務すれば返還が免除される。平成２８年度も本年度は継続

して実施され、追加推薦枠を入れて９名の枠があるが３名が利用してい

る。また滋賀県は３名、福知山は１名の利用者がいる。  
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京都福祉専門学校  4 22 2 3 31 



⑥  職業実践専門課程への対応  

企業等との連携の下で専門分野の実務的知識や技術及び技能の修得

と、実践的かつ専門的な職業能力の育成が目的である。目的達成のた

め、企業等からの外部委員と協力し、教育課程の編成やその実施、教

員の資質向上に取り組むとともに、学校評価や各種情報をホームペー

ジ上で公開する。  

文部科学大臣より、介護福祉士養成校としては、京都では本校を含

め２校が認定されており、さらに独自カラーを出していく。  

 

（２） 学校行事 

月 行    事 月 行    事 

４ 

学園全体会議・ガイダンス（１・２年

生）・入学式・健康診断・前期授業開

始・ＯＣ開始 
10 

後期在籍調査・認知症ライフパートナー

２級受講対策講座開始・福祉住環境 

コーディネーター２級対策講座開始・ 

入学試験開始・wel カム fare(感謝祭) 

京都府専修学校各種学校協会体育大会 

５ 
前期在籍調査・学校基本調査・ 

・特別授業（就職ガイダンス） 

11 

施設実習（区分Ⅰ）・学園創立記念日 

（１０日）・介護の日（１１日）・ 

福祉住環境コーディネーター検定・ 

福祉用具見学実習 ６ 
施設見学実習 ２日間、６施設 

施設見学（京都ライトハウス） 

７ 

施設見学（ヴィラ向島）・特別授業（手

話・盲導犬・朗読）・内部進学説明会・

前期試験・年次消防立入検査 

12 

福祉用具見学実習・クリスマス会・介護

福祉士会全国大会・認知症ライフパ－ト

ナ－検定 

１ 
事例研究発表会・後期試験・卒業時共通

試験模試 

８ 

日赤講習会（救急法救急員）・実習指

導者懇談会・施設実習（区分Ⅱ－②

他）・受水槽定期清掃・視覚障害ガイ

ドヘルパー 
２ 

施設実習（区分Ⅱ－①他）・全国卒業時

共通試験・介護福祉士登録説明会・ 

日赤講習会（救急法救急員） 

９ 

施設実習（区分Ⅱ－②他）・後期授業

開始・願書受付開始・統一試験対策講

座開講・消防避難訓練（１年生） ３ 
次年度履修科目説明会・介護福祉士会入

会説明会・卒業証書授与式 



  ２）平成２８度の主な事業の目標、進捗状況 
 

  （１）資格取得事業  

① 福祉住環境コーディネーター受験対策講座２級（１年生）  

     ５名受験 ２名認定      

レクリエーションインストラクター （２年生）  

     ２１名受講 １１名認定  

② 視覚障害者ガイドヘルパー （１年生）  

    ８名受講 ８名認定  

③  認知症ライフパ－トナ－２級 （２年生）  

           ６名受験 ２名合格  

  

（２）  校舎等整備事業  

    ・１階トイレ･･･････ウォシュレット設置  

    ・全   校 舎･･･････床ワックス実施  

    ・談 話 室･･･････証明をＬＥＤに換え、床張り替え  

 

（３）学生募集事業  

    ・ 高等学校等訪問の徹底………法人企画室と協力して、京都府、滋賀県

だけでなく、奈良・大阪の一部も含めて高等学校を重点的に訪問。資料

請求者やオープンキャンパス参加者の在籍校には、その都度訪問し、進

路状況の確認や本校の入試状況を伝えた。  

    ・ オープンキャンパスの充実……体験授業内容を充実するだけでなく、

生徒スタッフを積極的に起用し、リラックスした雰囲気の中での進路相

談を実施することで、参加者から介護技術や色々な体験が出来てよかっ

たというようなアンケート結果が多かった。好感度・満足度アップを図

ることが出来た。しかし、新規の参加率が悪いため、今度はさらなるオ

ープンキャンパスに呼ぶ込むための対策を練らなければならない。  

      また、昨年度好評であった、特別養護老人ホームの見学を継続して取

り入れ、現場で活躍する卒業生の姿を参加者に見てもらうことで、より

リアルに将来の自分を想像してもらえるような体験内容とした。  

    ・ 入試制度の充実………………AO 入試での受験生を増加するべく、ＨＰ

や DM を利用してＰＲした。オープンキャンパス参加者にもＡＯ入試な

らではの特典を紹介した。  



・ オープンキャンパス以外のイベント（AO 入試説明会・夜間相談会・放

課後相談会）への参加者が増えるように、HP・DM 等で告知をした。  

    ・ 広報の多様化…………………ホームページやブログの更新を今まで以

上に実施するとともに、Titter/Instagram/Facebook/Line のＳＮＳを活

用しオープンキャンパス等イベントの工夫をした。  

 

（４）  教育内容の充実及び向上  

 ・学校自己点検実施  …………… 教育内容の向上を目指して、学校自己点  

  を今年度も実施した。  

② 授業評価の実施 …………… わかりやすい授業を目指して、生徒によ

る授業評価を今年度も前期末と後期末の２回実施した。  

以 上  



Ⅲ　財務の状況

　（１）資金収支計算書

京都福祉専門学校 単位：千円

収入の部

科目 予  算 決  算 差  異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 62,800 64,094 △ 1,294

手 数 料 収 入 431 486 △ 55

寄 付 金 収 入 300 100 200

補 助 金 収 入 309 280 29

雑 収 入 197 190 7

借 入 金 等 収 入 5,000 22,000 △ 17,000

前 受 金 等 収 入 8,750 9,275 △ 525

そ の 他 の 収 入 15,475 1,849 13,626

収入の部合計 69,037 98,274 △ 18,113

支出の部

人 件 費 支 出 50,513 49,117 1,396

教 育 研 究 経 費 支 出 16,191 15,784 407

管 理 経 費 支 出 11,516 14,672 △ 3,156

借 入 金 等 利 息 支 出 638 612 26

借 入 金 等 返 済 支 出 5,519 22,256 △ 16,737

施 設 関 係 支 出 0 0 0

設 備 関 係 支 出 936 507 429

そ の 他 の 支 出 4,823 3,749 1,074

支出の部合計 90,136 106,697 △ 16,561

平成28年4月  1日から

平成29年3月31日まで



　（2）事業活動収支計算書

京都福祉専門学校

1.教育活動収支 単位：千円

予  算 決  算 差  異

学 生 生 徒 等 納 付 金 62,800 64,094 △ 1,294

手 数 料 431 486 △ 55

寄 付 金 300 100 200

補 助 金 309 280 29

雑 収 入 13,601 13,594 7

教 育 活 動 収 入 合 計 77,441 78,554 △ 1,113

人 件 費 50,513 49,117 1,396

教 育 研 究 経 費 27,511 26,052 1,459

管 理 経 費 11,776 14,840 △ 3,064

教 育 活 動 支 出 合 計 89,800 90,009 △ 209

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 12,359 △ 11,455 △ 904

2.教育活動外収支

受取利息・配当金 0 0 0

借入金等利息 638 612 26

教 育 活 動 外 収 支 差 額 △ 638 △ 612 △ 26

3.経常収支差額（1＋2）

経 常 収 支 差 額 △ 12,997 △ 12,067 △ 930

4.特別収支差額

特別収入 180 180 0

特別支出 0 0 0

特 別 収 支 差 額 180 180 0

5.事業活動収支（3+4）

基本金組入前当年度収支差額 △ 12,817 △ 11,887 △ 930

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 298 △ 138 △ 160

当 年 度 収 支 差 額 △ 13,115 △ 12,025 △ 1,090

平成28年4月  1日から

平成29年3月31日まで



学校法人南京都学園 単位：千円

資産の部

科目 本年度末

固定資産 7,256,592

  有形固定資産 7,135,350

　特定資産 114,000

  その他の固定資産 7,242

流動資産 230,951

資産の部合計 7,487,543

負債の部

科目 本年度末

固定負債 544,585

流動負債 314,699

負債の部合計 859,284

純資産の部

科目 本年度末

基本金 10,122,290

繰越収支差額 △ 3,494,031

純資産の部合計 6,628,259

負債及び純資産の部合計 7,487,543

　貸借対照表

平成29年3月31日



学校法人南京都学園

１　資産額

　　1.基本財産

　　　(1)土地

　　　　　校地 69,731.35㎡ 5,769,883

　　　(2)建物

　　　　　校舎 17,536.77㎡ 1,167,432

　　　(3)構築物 71,871

　　　(4)教育用機器備品 6,244点 65,454

　　　(5)その他の機器備品 648点 10,939

　　　(6)図書 27,717冊 44,182

　　　(7)車輌 5,589

　　　(8)退職給与引当特定資産 114,000

　　　(9)その他の固定資産 7,242

　　2.運用財産 230,951

合　　　　計 7,487,543

２　負債額

　　1.固定負債 544,585

　　2.流動負債 314,699

合　　　　計 859,284

単位：千円

科     　     目 平成28年度末

　財　産　目　録


